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的妥当性が確認されている（Conlon and Parks, 
1990; Eisenhardt, 1988; Gerhart and Milkovich, 1990; 









（Kramer et al, 1996; Parks and Conlon, 1995; Ring and 








































引き出すことができず（Holmstrom and Milgrom, 
1991），不公平感を高めることでかえって業績に
負の影響を及ぼすこともある（Pritchard et al., 
1972; Summers and Hendrix, 1991）。また，自分の
努力と関係のない要因で業績が上がらなかった場
合，かえってモチベーションの低下につながって








抜きを防ぐことができる（Albanese and Van Fleet, 
1985; Latanè et al., 1979）。しかし，集団業績を重視
した方が，業績が高くなることを明らかにした研

















き出すことが重要となる（Amabile, 1979; Lepper et 













































































Brockner et al., 1994［レイオフ］，Fryxell and Gordon, 
1989［組合活動］など），その多くは，評価・報酬
マネジメントの結果としての組織的公正に関する
研 究 で あ る（Aquino, 1995; Folger and Konovsky, 
1989 ; Taylor et al., 1995など）。
　また組織的公正は，組織成員の職務態度・行動
（Moorman, 1991［組織コミットメント］，Greenberg, 
1988［職務満足］，Porter and Steers, 1973［転職］，
Greenberg, 1993［従業員による盗み］）や業績

















公正さに関する認知（Thibaut and Walker, 1975）で
ある。












































































































Ⅳ　研 究 方 法
1　調 査 方 法



































































































































































平均値 標準偏差 1 2 3 4 5
1．プロセス重視 2.66 0.93
2．長期的視点重視 2.75 0.97 　0.36＊＊
3．集団業績重視 2.93 0.94 　0.15＊＊ 　0.03
4．フィードバック 2.86 1.41 　0.04 －0.03 　0.00
5．報酬格差 2.80 1.14 －0.05 －0.05 －0.07 　0.24＊＊
6．非金銭的報酬重視 2.43 1.02 　0.12＊ 　0.25＊＊ 　0.07＊ －0.04 　0.04
7．プロセス重視 1.48 1.45 －0.07＊ －0.04 －0.13＊＊ －0.17＊＊ －0.10＊
8．長期的視点重視 1.46 1.26 －0.16＊＊ －0.37＊＊ －0.05 　0.01 －0.02
9．集団業績重視 1.59 1.40 －0.04 －0.07 －0.08＊ －0.13＊＊ －0.07＊
10．フィードバック 1.45 1.33 －0.02 －0.01 　0.04 －0.47＊＊ －0.28＊＊
11．報酬格差 1.81 1.48 －0.03 　0.02 －0.09＊ －0.18＊＊ －0.32＊＊
12．非金銭的報酬重視 1.67 1.54 －0.01 －0.02 －0.07 －0.17＊＊ －0.13＊＊
13．内発的モチベーション 3.53 0.84 　0.01 －0.02 　0.11＊ 　0.14＊＊ 　0.11＊
14．組織コミットメント 3.20 0.69 　0.05 　0.06 　0.06 　0.12＊＊ 　0.12＊＊
15．満足度 3.24 0.87 　0.11＊ 　0.23＊＊ －0.07 　0.11＊ 　0.07
16．組織内コミュニケーション 2.73 1.21 　0.08＊ 　0.10＊ 　0.07＊ 　0.04 －0.07＊
17．研究業績 7.54 9.63 　0.03 －0.02 　0.10＊ 　0.16＊＊ 　0.14＊＊
＊p＜ 0.05，＊＊p＜ 0.01.
表 3　職務態度・行動を従属変数とした重回帰分析
内発的モチベーション 組織コミットメント 満足度 組織内コミュニケーション
回帰係数 t値 回帰係数 t値 回帰係数 t値 回帰係数 t値
（定数） 　4.01 　16.26＊＊ 　2.48 　9.43＊＊ 　3.33 　9.75＊＊ 　2.53 　5.37＊＊
コントロール変数
　年齢 　0.01 　1.57 　0.02 　5.26＊＊ －0.00 －0.39 　0.00 　0.61
　性別（男性：1） 　0.10 　1.00 －0.07 －0.67 －0.22 －1.59 　0.01 　0.05
　学歴（博士：1） 　0.09 　1.01 －0.05 －0.49 －0.08 －0.62 　0.00 　0.03
　学歴（修士：1） 　0.01 　0.17 　0.01 　0.13 －0.04 －0.42 　0.07 　0.57
　博士学位（有：1） －0.03 －0.42 　0.02 　0.33 　0.04 　0.50 －0.02 －0.19
　業界（製薬：1） －0.02 －0.29 　0.09 　1.42 　0.16 　1.86 －0.13 －1.16
　業界（化学：1） －0.13 －2.16＊ －0.03 －0.48 －0.05 －0.59 －0.27 －2.28＊
現状レベル
　プロセス重視 －0.01 －0.49 　0.03 　1.01 　0.03 　0.84 　0.04 　0.74
　長期的視点重視 －0.02 －0.86 －0.04 －1.39 　0.03 　1.02 　0.10 　1.98＊
　集団業績重視 　0.02 　0.92 　0.05 　1.96＊ －0.03 －1.02 　0.01 　0.26
　フィードバック 　0.05 　2.13＊ 　0.02 　1.03 　0.02 　0.51 　0.11 　3.52＊＊
　報酬格差 －0.02 －1.05 　0.03 　1.11 　0.03 　0.86 －0.09 －2.35＊
　非金銭的報酬重視 －0.01 －0.47 　0.01 　0.49 　0.06 　1.96 　0.03 　0.60
ギャップ
　プロセス重視 －0.11 －3.71＊＊ －0.04 －2.02＊ －0.12 －4.53＊＊ －0.14 －3.78＊＊
　長期的視点重視 　0.02 　1.13 －0.11 －5.23＊＊ －0.07 －2.55＊ 　0.04 　1.08
　集団業績重視 －0.10 －3.37＊＊ －0.01 －0.26 －0.08 －2.37＊ －0.09 －2.92＊＊
　フィードバック 　0.03 　1.36 　0.01 　0.39 －0.06 －1.82 　0.06 　1.33
　報酬格差 －0.11 －4.95＊＊ －0.03 －1.51 －0.14 －3.86＊＊ －0.01 －0.29
　非金銭的報酬重視 －0.11 －5.07＊＊ －0.04 －1.97＊ －0.08 －3.00＊＊ －0.09 －2.55＊
R2  0.39  0.17  0.24  0.27
調整済み R2  0.37  0.15  0.22  0.25
































































－0.05 　0.12＊ 　0.06 　0.10＊
　0.05　 　0.25＊＊ 　0.24＊＊ 　0.25＊＊ 　0.20＊＊
－0.07 　0.28＊＊ 　0.32＊＊ 　0.25＊＊ 　0.11＊ 　0.25＊＊
－0.01 －0.27＊＊ －0.23＊＊ －0.36＊＊ －0.07＊ －0.45＊＊ －0.56＊＊
　0.08＊ －0.24＊＊ －0.27＊＊ －0.20＊＊ －0.12＊＊ －0.24＊＊ －0.25＊＊ 　0.22＊＊
　0.14 －0.08＊ －0.22＊＊ －0.14＊＊ －0.14＊＊ －0.08＊ －0.18＊＊ 　0.03 　0.15＊＊
　0.04 －0.30＊＊ －0.13＊＊ －0.24＊＊ 　0.00 －0.25＊＊ －0.27＊＊ 　0.21＊＊ 　0.12＊ 　0.12＊＊


























































































































ステップ 1 ステップ 2 ステップ 3 ステップ 4
回帰係数 t値 回帰係数 t値 回帰係数 t値 回帰係数 t値
（定数）  10.01 　4.12＊＊ 　8.02 　2.66＊＊  15.02 　4.65＊＊ 　3.74 　0.93
コントロール変数
　年齢 　0.05 　0.91 　0.02 　0.41 　0.02 　0.46 －0.02 －0.32
　性別（男性：1） 　1.31 　0.90 　0.98 　0.68 　0.65 　0.48 　0.32 　0.25
　学歴（博士：1） －2.46 －1.94 －2.43 －1.93 －0.85 －0.73 －1.06 －0.94
　学歴（修士：1） －1.29 －1.39 －1.39 －1.52 －1.11 －1.33 －1.28 －1.59
　博士学位（有：1） 　0.48 　0.53 　0.68 　0.74 　0.63 　0.76 　0.73 　0.91
　業界（製薬：1） －8.71 －10.49＊＊ －8.72 －10.51＊＊ －6.22 －7.87＊＊ －5.94 －7.77＊＊
　業界（化学：1） －7.95 －9.85＊＊ －7.82 －9.43＊＊ －4.77 －5.99＊＊ －4.12 －5.34＊＊
現状レベル
　プロセス重視 　0.04 　0.10 　0.08 　0.24 　0.05 　0.15
　長期的視点重視 －0.35 －0.98 －0.64 －1.85 －0.60 －1.80
　集団業績重視 　0.37 　1.07 　0.20 　0.61 　0.03 　0.09
　フィードバック 　1.09 　4.74＊＊ 　0.76 　2.60＊＊ 　0.67 　2.38＊
　報酬格差 　0.08 　0.28 －0.15 －0.52 －0.09 －0.32
　非金銭的報酬重視 －0.14 －0.45 －0.25 －0.84 －0.23 －0.80
ギャップ
　プロセス重視 －0.71 －2.75＊＊ －0.16 －0.60
　長期的視点重視 －0.49 －1.84 －0.56 －2.13＊
　集団業績重視 －0.70 －2.68＊＊ －0.39 －1.52
　フィードバック 　0.27 　0.85 　0.02 　0.06
　報酬格差 －0.65 －2.49＊ －0.48 －1.85






R2  0.20  0.23  0.36  0.41
調整済み R2  0.19  0.22  0.35  0.40
△ R2  0.20  0.03  0.13  0.05
F値 26.99＊＊ 17.13＊＊ 22.17＊＊ 22.58＊＊
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